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施策の具体化にあたっての考え方 2

○ 行政の公共交通の取組方針となる「地域公共交通計画」を策定し、今後、施策を具体化していく段階

○ 将来像・目標の実現に向けて、セッピィ号及び市内循環バスの運行形態の見直しは大きな課題

本施策を最優先で取り組んでいき、市民の利用実態・ニーズ把握、見直し案の検討を進めていく

○ これらの見直しと並行して、現状の公共交通の維持・改善を地道に行っていくことも重要。その

ため、まずはできることからスモールスタートで取り組み、徐々に内容を拡大しつつ、巻き込む

関係者を増やしながら、将来像・目標の実現を目指す

摂津市が目指す将来像
（30～50年先の目標）

当面の目指す姿
（５年先の目標）

現 状

１年後

１年後

１年後

１年後

現状のリソースで
まずはできることから

取組を振り返り・改善し、
徐々に内容を拡大

5年後には、
目標の実現をめざす
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各施策の進め方（案）について 3

令和7年度 令和8年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目
標
①

【施策１-1】 公共施設巡回バス
（セッピィ号）および市内循環バ
スの運行形態の見直し

【施策1-2】 タクシー乗り場設置
の検討

【施策1-３】 新たなモビリティの導
入およびモビリティ拠点整備の検討

目
標
②

【施策2-1】 交通需要マネジメ
ント（TDM)の実施検討

【施策2-2】事業所に対するモビリ
ティマネジメント（事業所MM）の実施

目
標
③

【施策3-1】 シェアサイクルの
普及・利用促進

【施策3-2】 自転車の利用促進

目
標
④

【施策4-1】 道路空間の再配分・
活用方法変更の検討

目
標
⑤

【施策5-1】 移動のシームレス
化の推進

【施策5-2】 バス待ち環境の確
保・改善

【施策5-3】 店舗などと連携し
た利用促進の検討

目
標
⑥

【施策6-1】 モビリティマネジ
メント（住民MM、学校MM、市
職員MM）の実施

【施策6-2】 公共交通人材の育
成・確保

★路線再編に係るデータ収集・整理（利用実態調査（簡易OD調査）・送迎バス実態把握等）

★再編案の検討（仮説） 具体的な再編案への落とし込み 実証運行に向けた検討

★市民ワークショップ① 市民ワークショップ② 市民ワークショップ（適宜）

新たなモビリティに関する情報収集・視察、導入するモビリティの検討

交通需要マネジメント（TDM）に関する事例収集・視察、手法の検討

事例や技術情報の収集、手法の検討

協力店舗の募集、具体化・手法の検討

関連する法律・制度の整理、候補地の抽出 先進事例の視察 設置に向けたスキーム検討・関係者調整

事業所モビリティマネジメントの事例収集・視察、手法の検討

シェアサイクルの利用実態分析・効果検証 事業方向性、ターゲット・展開の検討

バス停状況の把握、駐輪場整備の候補地の抽出 実施案の検討・関係者調整

バス待ち環境の実態把握、候補地の抽出 バス待ち環境の確保・改善策の検討・関係者調整 整備・試行

公共交通マップに関する事例収集 公共交通マップの構成整理・プロトタイプの作成 試行・改善

市公式LINEの情報発信内容の検討 市公式LINEでの情報発信・改善

その他MM施策に関する事例収集 具体的なMMプログラムの検討 プログラムの試行・改善

再生塾 事業所勉強会・意見交換会

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

継続的に実施・検討

事業所勉強会・意見交換会

（モビリティ人材育成事業） （モビリティ人材育成事業）
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参考：実態・ニーズ把握調査について 4

セッピィ号・市内循環バスの利用実態調査（簡易OD調査）

<目的> セッピィ号及び市内循環バスにおける利用者の属性・利用状況を把握する

<日時> ６月中旬～7月上旬（予定）

<方法> バスの最後尾座席に乗り込み、目視で乗客の属性・利用状況を確認し、記録する

<調査内容> 乗降バス停（OD）、性別、年代、その他気づいた点 など

送迎バスの実態調査

<目的>既存の輸送資源（病院・企業送迎等）との統合可能性について検討するため、送迎

バスの運行状況を把握する

<日時> ６月中（予定）

<方法> 主要駅（千里丘駅や南摂津駅等）に調査員を配置し、送迎バスの運行状況を記録

<調査内容> 運行事業者（介護事業所、病院、企業等）、車種・サイズ、乗車人数 など
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参考：実態・ニーズ把握調査について 5

バス待ち環境の実態調査

<目的>

バス待ち環境の課題・改善点を確認するため、バス

停の待合環境や周辺施設の状況等を調査する

<日時（予定）> ６月中

<調査対象箇所（予定）>

・市内に位置する全停留所

※セッピィ号・市内循環バスの停留所は除く

<調査内容>

・待合環境の状況

→上屋、ベンチ、情報板等の設置有無・劣化状況

・周辺施設の状況

→待合スペースを確保できる空間があるか 等

・案内の状況

→公共交通の情報案内を行うスペースがあるか

→わかりやすい案内となっているか 等

▼バス待ち環境の確認イメージ
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参考：「公共交通の確保・維持」に関する取組への寄付金について 6

出典：摂津市HP 市長ブログ


